


ているのは水晶をはじめこの地に産する種々の鉱物,

とりわけ多 くの稀産硫塩鉱物でしょう。この硫塩鉱

物は同時成のpyrite FeS2や Sphalerite ZnS

を含む中世代三畳紀約 2億年前のも∝ あるdolomi―

te cmセ ((Ю 3)2中 にAs― richな熱水溶液が入っ

て来て出来たと考えられています。硫塩はMex tts,

Sb, Bl)ySz;Me=Pb, Cu,Ag,Tl,Fe,znな

ど,と 表わせる一群の鉱物で結晶構造的には (As,

Sb,Bl)S3pyramidの 存在を特徴とし,実際こ

れの存否によって硫化鉱物 と区別されています。そ

して1950年代の終 りよりここBinn産 のものに限ら

ず硫塩鉱物の結晶学的研究がベルン大学の結晶学の

教室で精力的に行なわれ,私が滞在 しておりました

1974年 頃には,結晶構造がきまらずに手持ちして

いる硫塩は,単結晶回折実験に適 した試料の得にく

い物とか,非常に大きな超構造であるとかで, もう

ちよつと手に負えないような物がほとんどという状

態になっていました。実際当時硫塩の研究をする為

に教室に滞在中のインド人,オ ラング人,それに私

は結晶が非常に細かい双晶を しているとか,非常に

やわらか くてどのように注意 しても塑性変形が避け

られないとかの理由で皆,結晶構造解析にふさわし

い結晶片を容易に見つけられずに悲鳴をあげていま

した。しかるに,教室には有機結晶をいじっている

同僚 もおり,少なくとも私の滞在中,こ の連中が結

晶探 しに苦労 している様子は無 くてどんどん仕事を

完成させる為,これが益々精神衛生に悪 く作用 し,

元 鉱々物学出身でないインド人の同僚などしばしば

「 この教室を出たらもう三度 と硫塩の研究はした く

ない」 と言 つて,実際,有機結晶解析の教室へ移つ

て行つて しまいました。

この ようにうらみ多い硫塩て したが,あ る時皆で

ハイキングに行 くことにな り,ど うせなら自分達 と

関係の深い Binnatalの 産 地 を見に行 こうという

ことで教室のNowacki教 授に頼みます と,それな

らしかるべ くarrangeしておいてやろうと言われ,

結局 9月半ばのある日に一同揃つてBinnatalの

採掘場へ出かけて行 きました。

文献に よれば Binn地方では, もう1700年代に鉄

を目的 とした採掘が行なわれていたらしいが,1895

～1905年頃のBaumhauer,So H y等 に よる研究

を経 て1950年代終 りより始まつた地質学,鉱物学 ,

%の 段階で, ここは鉱物標本を集 めるだけ

の為に採掘するとい う珍 らしい鉱山にな りま した。

毎年雪の無い 6～ 10月 にかけて人夫が入 り,砕いた

dolomite中 に鉱物を探 し,残 りを 1台だけの ト

ロッコで数十m先の山の斜面にズ リとして捨 てると

い うノl颯模な露天掘鉱山ですが記録によれば既に数

千m3掘つています。そ して,こ こからの収獲は出

資金に応 して分配されているらしくベルンのNatur―

historisches Museumを 筆頭にベルン大学に

も平均 して15%程来ていた ようです。私は博物館や

大学の標本を時々見てお りま したから研究者が “砂

糖粒状の "と形容 している真自の細かい粒の揃 つた

dolomite中 にそれ とは対照的に黒つぼい ととの

つた結晶面を見せている硫塩鉱物を頭に描いて張 り

切つて出かけて行つたのを覚えています。 しか し結

果はいつ もの通 り,明治時代ならいざ知 らず現在で

は鉱物採集に欲の深い期待は禁物であることを知 ら

されただけで,採掘場で もズ リで も収獲はさっば り,

鉱物蒐集家で もないので執念で探す気にもなれず ,

他の連中 も同じ様なものでぶ らぶ らしてお りました

ら教授が最後に,皆におみやげがあるぞ,と :議て予

じめ用意 した標本箱を持つて来 られました。そこで

又皆, もしか して珍 らしい種類で も入つているので

はと目の色を変えたのですが,多産 して珍 らし〈も

ない sphalerite,pyrite,realgar As4S4ば

か り,やは り教授はけちだ という結論になつてしま

いました。教授は日本人 よりはるかに節約家のスイ

ス人の間で も節約家 としてつとに有名,先輩の日本




